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福祉まつり、ご来場ありがとうございました。

　11月３日、今年もSDGsフェスタと同時開催で福祉まつりを実施しました。
　基調講演には、ひとよし球磨のバスガールでお馴染みの上杉芳野氏を講師としてお呼びし、「喜
んでくださることが私の喜び」という演題の下、前半は福祉やボランティア活動に対する自身の熱
い思いの丈を、後半はひとよし球磨のバスガールとして、会場が一体となって楽しめるアトラクショ
ンを披露していただきました。

　講演の終了後には、「とても面白い講演だった。上杉さ
んには、また、山都町に来て欲しい」や「今度、地区で
行うシニアクラブのイベントに上杉さんを講師として呼
びたい！」などのご意見を多くいただいております。
　また、屋外では、ブース出展やステージイベント、体
験コーナーなどの様々な企画が実施され、当イベントは
大盛況にて終了しました。
　イベントにお越しいただいた皆様、誠にありがとうご
ざいました。

上杉芳野氏と有志によるダンスで会場は大盛り上がり♪

ボランティアへの思いを語る上杉芳野氏
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新
し
い
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
本
会
の
運
営
並
び
に
事
業
活
動
に
対
し
ま
し
て
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
１
月
１
日
に
能
登
半
島
地
震
が
発
生
し
、
一
年

を
通
し
て
全
国
的
に
記
録
的
な
豪
雨
と
猛
暑
の
年
と
な
り
、
各
地
に
お
い
て
、

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
年
と
な
り
ま
し
た
。
山
都
町
に
お
い
て
も
、
猛
暑
が

続
き
、
例
年
よ
り
も
遅
い
紅
葉
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
で
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
見
守
り
活
動
を
行
う

35
団
体
に
対
し
て
、
昨
年
10
月
に
「
山
都
町
見
守
り
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

活
動
協
力
団
体
登
録
証
」
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
社
会
に
お
い
て
、
人
々
の
生
活
や
生
き
方
な
ど
国
民
生
活
の
変
化
が

進
む
中
、
多
様
化
す
る
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
害
者

な
ど
す
べ
て
の
人
々
が
地
域
、
暮
ら
し
、
生
き
が
い
を
共
に
創
り
、
高
め
あ
う

こ
と
が
で
き
る
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
、
支
え
る
側
と
受
け
手

側
に
分
か
れ
る
の
で
は
な
く
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
人
が
役
割
を
持
ち
、
支
え
な
が

ら
、
自
分
ら
し
く
活
躍
で
き
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
な
ど
を
行
う
「
重

層
的
支
援
体
制
整
備
」
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

本
年
も
「
み
ん
な
で
つ
く
る
向
こ
う
３
軒
両
隣 

し
あ
わ
せ
笑
顔
の
山
都
町
」

を
基
本
目
標
と
し
て
、
誰
も
が
住
み
な
れ
た
地
域
の
中
で
『
ふ
だ
ん
の
く
ら
し

の
し
あ
わ
せ
』
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
地
域
福
祉
活
動
の
充
実
を
進
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り

ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

会
長
挨
拶坂

本
　
靖
也

　山都町社協では、山都町と本町の地域福祉の促
進を図るため、令和７年度から令和11年度までの
５ケ年間の地域福祉活動計画を策定しています。
　中学生や消防団など山都町で暮らす方々へのア
ンケートや懇談会で寄せられた声を反映させ、コ
ロナ禍を経た社会状況変化を踏まえ、地域福祉活
動がより推進できるように計画致します。

　９月27日、先進地視察研修として、長洲町社会福祉協議会を視
察しました。長洲町のふれあい地区社協の取り組みと赤田区の活
動について学ばせて頂きました。参加された福祉会長は「自分の
地域に置き換えなが
ら出来る活動を考え
たい。」「見守りや支
え合いの大切さを改
めて感じた。」といっ
た感想を頂きました。

　11月２日、山鹿地区社会福祉協議会の視察受け入れを行いまし
た。山都町社協、白糸第二地区、下名連石地区、上差尾地区の取
り組みを紹介させて頂き、山鹿地区社協の活動についてもご紹介
頂きました。意見
交換では、お互い
の日頃の活動につ
いて情報交換を行
い、今後の活動に
活かせる機会とな
りました。

第４期
山都町地域福祉活動計画を策定中

山都町30地区福祉会活動紹介

白糸第二地区社協　渡邊幹人会長様による活動紹介第１回 計画策定委員会

清和中学校ワークショップ
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見守りあんしんネットワーク活動協力団体【令和６年12月末現在】
山都町シニアクラブ連合会 浜町郵便局 風ノ木居宅介護支援事業所

山都町商工会 下矢部郵便局 矢部大矢荘居宅介護支援事業所
山都町民生委員児童委員協議会 金内郵便局 居宅介護支援事業所 ライフライト矢部

上益城消防組合 山都消防署 御岳郵便局 居宅介護支援事業所 ケアセンターやまと
上益城消防組合 山都消防署 蘇陽出張所 清和郵便局 居宅介護支援事業所 そよ風の里“ほたる”

有限会社 まるはタクシー 柏郵便局 ヤマト運輸㈱ 矢部営業所
南阿蘇交通㈱・そよ風ふれあい隊 蘇陽郵便局 佐川急便㈱ 熊本営業所

南阿蘇観光タクシー㈲ 上益城農業協同組合 矢部支所 生活協同組合くまもと
㈲古閑石油 上益城農業協同組合 清和支所 サービス付き高齢者向け住宅 はあとふる
西岡商店 阿蘇農業協同組合 蘇陽支所 社会福祉法人 日生会 養護老人ホーム 浜美荘

株式会社　西田ガス 株式会社　山都水道機工 NPO法人 上益城きぼうの家
田上商店 熊日新聞　蘇陽・清和店 社会福祉法人 二楽会 はるか保育園

株式会社 熊本銀行浜町支店 ファミリーマート役場前店 株式会社 三つ葉 西方電気㈱ 山都営業所
株式会社 肥後銀行浜町支店 ファミリーマート山都町店

山都町包括医療センターそよう病院 ㈲Yショップ馬見原 順不同・敬称略　

　

12
月
14
日
、
菅
尾
地
区
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
声
掛
け
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
菅

尾
地
区
の
福
祉
委
員
、
民
生
委
員
、
女
性
部
、

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
役
員
の
方
々
や
民
間
事
業

所
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
に
認
知

症
の
理
解
に
つ
い
て
の
講
話
が
あ
り
、
次
に

徘
徊
さ
れ
て
い
る
方
を
見
か
け
た
時
の
声
掛

け
を
体
験
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
積
極
的
に
声
掛
け
が
出
来
る
よ
う
な
気
が

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
と

は
な
ら
な
い
様
に
、声
掛
け
し
た
い
。」や「
実

際
に
や
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
事
ば
か

り
で
良
い
勉
強
に
な
っ
た
。」
な
ど
の
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

12
月
10
日
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
移

行
準
備
事
業
の
事
業
説
明
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

講
師
に
認
定
N
P
O
法
人
抱
樸 

希
望
の
ま
ち

事
業
部 

部
長
（
兼
）
北
九
州
市
重
層
的
支
援
体

制
整
備
事
業 

統
括
責
任
者
の 

中
間
あ
や
み
氏
を

お
招
き
し
て
「
地
域
共
生
社
会
実
現
に
向
け
て

私
が
で
き
る
こ
と
」
の
演
題
で
講
演
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。 

　

地
域
共
生
社
会
に
つ
い
て
、
自
分
ご
と
と
し

て
考
え
て
み
る
こ
と
、
存
在
し
て
い
る
資
源
を
活

か
し
て
地
域
全
体
で
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
網

の
目
を
小
さ
く
し
て
い
く
こ
と
な
ど
、
抱
樸
で
の

取
り
組
み
を
交
え
て
ご
紹
介
頂
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
人
と
の
つ
な
が
り

を
大
事
に
し
て
過
ご
し
た
い
。」「
近
所
で
気
に
か

け
あ
う
よ
う
に
し
た
い
。」
と
い
っ
た
感
想
を
頂

き
ま
し
た
。
地
域
住
民
の
方
、
各
専
門
機
関
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
よ
り
住
み
よ
い
山
都
町
を
目

指
し
て
、
支
援
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

10
月
９
日
、
山
都
町
見
守
り
あ
ん
し
ん

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
協
力
団
体
登
録
証
交

付
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
か
ら
町
内
の
各
種
団
体
や

事
業
所
に
、
見
守
り
活
動
の
取
り
組
み
や

事
例
を
共
有
す
る
連
絡
会
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

今
回
、
活
動
に
賛
同
し
て
頂
い
た
35
団

体
に
登
録
証
を
交
付
し
ま
し
た
。
日
常
業

務
や
日
頃
の
生
活
の
中
で
„
ゆ
る
や
か
な

見
守
り
＂を
行
い
な
が
ら
、
気
付
き
が
あ
れ

ば
関
係
機
関
に
繋
い
で
い
た
だ
く
、
山
都

町
の
見
守
り
に
お
い
て
心
強
い
存
在
で
す
。

　

今
後
も
住
民
の
方
が
安
心
し
て
幸
せ
に

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
見
守
り
活

動
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
輪
を
広
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

山都町の見守りの輪を広げます

登録証を受け取られる清和郵便局白鷹浩二局長

高齢者支援係　山下美香保健師による講話

講師の中間あやみ氏

菅尾地区見守りネットワーク
声掛け訓練

重層的支援体制整備事業移行準備事業の
事業説明研修会

～ご参加頂いた皆さん～
30地区福祉会長、自治振興区会長、民生委員児童員、高齢者支援、障がい者支援、
医療関係者、保育園・学校関係者、郵便局、ガス、宅配、タクシー、コンビニ
エンスストア、シニアクラブ、町議会議員、行政職員、社協職員など165名
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※この機関紙は、赤い羽根共同募金の配分金および社協会費、寄付金の一部で作成しています。
社会福祉法人 山都町社会福祉協議会 本部（清和事務所）82-3318　矢部事務所 72-3211　蘇陽事務所 83-1751編集・発行

法律相談日のご案内
　令和７年２月～令和７年５月の法律相談は下記の日程で開催いた
します。ご確認の上、ご利用ください。

法律相談 原則毎月第３木曜日　弁護士による無料相談を実施。

時　　間 午前10時～午後３時まで（祝日及び年末年始は除く）

※�福祉相談につきましては、平日（祝日は除く）の午前10時から
午後３時まで社協各事務所で常時開設し、職員が対応いたします。

※�都合により開催日・開催場所が、変更になる場合がありますので、
防災無線及び社協各事務所で確認のうえ相談においで下さい。

２ 20 木 清和 支援ハウス清楽苑

３ 27 木 蘇陽 蘇陽支所

４ 17 木 矢部 矢部保健福祉センター千寿苑

５ 15 木 清和 支援ハウス清楽苑

　

短
か
っ
た
冬
は
瞬
く
間
に
過

ぎ
去
ろ
う
と
し
、
蒲た
ん
ぽ
ぽ

公
英
が
花

を
咲
か
せ
る
た
め
の
準
備
を
し

て
い
ま
す
。

　

町
を
行
き
交
う
人
々
が
気き

霜じ
も

を
吐
き
な
が
ら
、
家
路
を
急
ぐ

二
月
、
読
者
の
皆
様
は
い
か
が

お
過
ご
し
で
す
か
。

【
花
に
嵐
の
た
と
え
も
あ
る
ぞ

　

さ
よ
な
ら
だ
け
が
人
生
だ
】

　

な
ん
と
な
く
、
耳
に
し
た
こ

と
が
あ
る
人
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
一
文
は
、
唐と
う
だ
い代
の
詩
人

に
よ
る
漢
詩
を
、
日
本
の
文
豪

で
あ
る
「
井い

伏ぶ
せ

鱒ま
す

二じ

」
が
訳
し

た
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

春
の
嵐
が
美
し
い
花
を
散
ら

す
よ
う
に
、
出
会
い
に
は
別
れ

が
付
き
物
で
す
。

　

別
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
花

も
人
生
も
、
よ
り
一
層
の
美
し

さ
を
纏ま
と

う
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

誰
か
と
さ
よ
な
ら
を
し
た
後

も
、
あ
な
た
の
人
生
は
続
き
ま

す
。

　

そ
し
て
、
人
生
は
幾
度
の
出

会
い
が
満
ち
溢
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

　

読
者
の
皆
様
が
迎
え
る
新
た

な
春
、
巡
り
合
わ
せ
の
答
え
合

わ
せ
が
幸
せ
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
。

（
担
当
者
）
Ⓨ

編
集
後
記

会員同士が親睦を図りました

赤い羽根共同募金実績報告

令和６年度 社協一般会費納入状況報告 令和６年度　愛の１円玉募金贈呈式
　12月18日、蘇陽支所にて愛の１円玉募金贈呈式が行われました。
　山都町シニアクラブ連合会蘇陽支部の安永支部長より￥142,101
の目録が手渡されました。この
活動は平成７年度から始められ
今年で30回目となります。
　いただいた募金は町内の地域
福祉活動のために活用させてい
ただきます。
　ご協力いただいた皆様、誠に
ありがとうございました。

　今年度も10月１日～12月31日まで山都町共同
募金委員会では、戸別・職域・法人・学校・募金
箱等にて募金をお願い致しました。
　住民の皆様の温かいご協力に
心からお礼を申し上げます。

　今年度も町民の皆様に１戸千円の社協会費を
お願いいたしました。
　納入頂いた会費は「住民主体」の原則のも
と、社協が実施する地域福祉諸活動に役立てて
いきます。
　ご協力ありがとうございました。

令和６年度実績
募金の種類 件　数 金　額
戸　別 3,994 1,769,600�
学　校 1� 579�
イベント 1 8,600
その他 117 46,388
合　計 4,113 1,825,167�

【令和６年12月末現在】

　

11
月
30
日
、
西
原
村
総
合
体
育
館
で

「
火
の
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
阿
蘇
」
が
開
催
さ
れ
、
山
都
町
内
の
各

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
よ
り
33
名
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は

西
原
村　

夢
運
太
鼓
の
力
強
く
迫
力
の
あ

る
演
出
に
会
場
内
は
包
ま
れ
ま
し
た
。
記

念
講
演
で
は
「
ハ
プ
ニ
ン
グ
は
ハ
ッ
ピ
ー

の
種
～
見
方
を
変
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

と
い
う
演
題
で
一
般
社
団
法
人
Ｔ
Ａ
Ｏ
塾　

波
多
野
氏
に
よ
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
阿
蘇
少
年
少
女
合
唱
団
に
よ

る
演
奏
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
様
か
ら
は
、「
い
い
勉
強

に
な
っ
た
。
ま
た
、
来
年
も
行
き
た
い
。」

や
「
元
気
で
あ
る
限
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
。」
な
ど
の
声
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

山
都
町
内
で
も
今
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

輪
が
よ
り
一
層
広
が
る
よ
う
、
社
協
で
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

来
年
の
開
催
地
は
荒
尾
・
玉
名
で
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

火
の
国

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
阿
蘇

【令和６年12月末現在】
　　4,114戸
4,114,000円

山都町社協だより 4


